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ご入学おめでとう 
　４月４日に、村内各小中学校の入学式が行

われ、第一小学校33名、第二小学校17名、

第三小学校12名、浪合小学校５名、阿智中

学校52名、浪合中学校７名がそれぞれ入学

しました。 

第三小学校の入学式 
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平成20年度予算の概要

「
第
五
次
総
合
計
画
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
住
民
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の

質
を
高
め
ら
れ
る
、
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
」
実
現
に
向
け
て
「
暮
ら
し
を
便

利
に
豊
か
に
」（
子
育
て
の
負
担
を
軽
減
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
る
よ
う
、

交
通
対
策
）、「
健
康
・
安
全
」（
健
康
づ
く
り
）
を
重
点
施
策
と
し
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
の
総
額
は
、
統
合
中
学
校
の
改
築
事
業
等
に
よ
り
、
四
八

億
五
、七
〇
〇
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
二
億
四
、三
〇

〇
万
円
（
五
・
三
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
特
別
会
計
を
含
め
た
総

額
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
創
設
に
伴
い
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
の
減
額
等

に
よ
り
六
八
億
四
、七
一
三
万
円
と
三
億
六
、六
七
七
万
円
（
五
・
一
％
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
、
温
泉
事
業
特
別
会
計
を
一
般
会
計

に
統
合
し
、
新
た
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
を
設
置
し
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
一
般
財
源
で
、
村
民

税
が
所
得
の
減
少
等
に
よ
り
、約
一
、

七
〇
〇
万
円
の
減
、
基
金
の
繰
入
金

で
約
四
、三
〇
〇
万
円
の
減
と
な
る

一
方
、
温
泉
会
計
が
統
合
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
使
用
料
が
三
、〇
〇
〇

万
円
の
増
と
な
り
、
全
体
で
三
〇
〇

万
円
ほ
ど
の
減
と
な
る
見
込
み
で
す
。

依
存
財
源
で
は
、
中
学
校
建
設
の
関

係
で
、
起
債
が
約
九
、〇
〇
〇
万
円
、

国
庫
補
助
金
が
、
一
億
四
、三
〇
〇
万

円
と
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
る
中
で
、
全

体
で
二
億
四
、六
〇
〇
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
が

中
学
校
改
築
工
事
の
大
型
事
業
に
よ

り
、二
億
五
、三
〇
〇
万
円（
四
一
・
七

％
）
増
、
新
設
さ
れ
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
負
担
金
等
に
よ
り
、
補
助

費
等
が
七
、八
〇
〇
万
円
（
一
五
・
〇

％
）の
増
、一
方
、
公
債
費
に
つ
い
て

は
、
約
五
、二
〇
〇
万
円
（
五
・
四
％
）

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
取
り
組

み
の
中
、
事
業
等
計
画
書
を
作
成
し

ま
し
た
。
全
戸
に
お
配
り
し
ま
し
た

の
で
、各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

●●● 平成20年度当初予算 ●●●

　 「暮らしを便利に豊かに」
「健康・安心」を重点的に　　

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成2222222222222222222200000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算平成20年度当初予算

前年比（％）予算の比較１9年度予算額20年度予算額会　計　区　分

105.32億4,300万円46億1,400万円48億5,700万円一 般 会 計

107.13,375万円4億7,813万円5億1,188万円国民健康保険事業
　

特

別

会

計　

97.5△179万円7,238万円7,059万円国民健康保険直診

16.5△6億82万円7億1,959万円1億1,877万円老 人 保 健 医 療

105.91,578万円2億6,526万円2億8,104万円村 営 水 道

77.1△8,451万円3億6,950万円2億8,499万円下 水 道 事 業

102.4185万円7,799万円7,984万円農 業 集 落 排 水

100.7430万円5億7,955万円5億8,385万円介 護 保 険

皆増－5,917万円後 期 高 齢 者 医 療

皆減3,750万円－温 泉 事 業

76.5△6億977万円25億9,990万円19億9,013万円特 別 会 計 合 計

94.9△3億6,677万円72億1,390万円68億4,713万円　 総 合 計　
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●●● 平成20年度当初予算●●●

平成20年度一般会計予算の概要 

歳出（性質別） 
48億5,700万円 

一般会計歳出（目的別） 
48億5,700万円 

歳入 
48億5,700万円 

公債費 
9億933万円 
18.7％ 

村　税 
7億6,151万円 
15.7％ 

地方交付税 
20億8,000万円 

42.8％ 

村　債 
9億2,010万円 
18.9％ 

諸収入 
1億7,165万円   3.5％ 

使用料・手数料 
1億4,720万円  3.0％ 

繰入金 
5,478万円 
1.1％ 
財産収入 
4,861万円 
1.0％ 

分担金・負担金 
3,708万円 
0.8％ 
繰越金 
3,000万円 
0.6％ 

地方消費税交付金 
7,100万円 1.5％ 

県支出金 
1億8,411万円 3.8％ 

衛生費 
4億7,738万円 
9.8％ 

土木費 
4億4,003万円 
9.1％ 

商工費 
2億6,326万円 
5.4％ 

その他 45万円 0.0%

消防費 
1億7,793万円 
3.6％ 

予備費 
1,000万円 0.2％ 

農林水産業費 
1億2,055万円 
2.5％ 

議会費 
6,693万円 
1.4％ 

国庫支出金 
2億5,267万円 
5.2％ 

人件費 
7億3,043万円 
15.0％ 

建設事業費 
8億6,141万円 
17.7％ 

繰出金 
5億9,778万円 
12.3％ 

物件費 
5億6,554万円 
11.7％ 

補助費等 
6億239万円 
12.4％ 

積立金 
3億4,764万円 
7.2％ 扶助費 

2億1,420万円 
4.4％ 

その他 
2,828万円 
0.6％ 

地方譲与税 
5,500万円  
1.1％ 

その他 
4,329万円  
1.0％ 

自主財源
25.7％

依存
財

源
　

74
.3

％
　

公債費 
9億933万円 
18.7%

民生費 
7億3,771万円 
15.2％ 

教育費 
8億1,443万円 
16.8％ 

総務費 
8億3,900万円 
17.3％ 
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《
子
育
て
支
援
》

①
妊
婦
健
康
診
査
補
助

 

（
三
九
〇
万
円
）

妊
婦
健
康
診
断
を
十
四
回
ま
で
に
拡
大

し
、
母
子
の
健
康
を
促
進
す
る
。

②
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

 

（
六
八
〇
万
円
）

③
特
別
保
育
の
充
実

 

（
一
、一
五
〇
万
円
）

未
満
児
・
一
時
・
延
長
・
障
が
い
児
保

育
の
充
実
を
図
る
。

④
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料

 

（
二
二
三
万
円
）

⑤
学
童
保
育
事
業

 

（
五
〇
〇
万
円
）

⑥
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
二
名

配
置 

（
九
〇
〇
万
円
）

⑦
伍
和
保
育
所
改
修
工
事

 

（
八
〇
〇
万
円
）

《
交
通
対
策
》

①
村
内
巡
回
バ
ス
、
西
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行

 

（
一
、六
四
〇
万
円
）

②
新
交
通
シ
ス
テ
ム
計
画
の
策
定

（
法
定
協
議
会
で
協
議
）

③
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

 

（
一
八
五
万
円
）

《
健
康
づ
く
り
・
地
域
医
療
》

①
水
中
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業

 

（
一
、九
八
〇
万
円
）

高
齢
者
転
倒
予
防
・
青
壮
年
の
生
活
習

慣
病
予
防
の
ほ
か
親
子
・
子
ど
も
の
目

的
別
教
室
も
実
施
。

②
各
種
健
診
事
業
等
の
充
実

 

（
二
、一
六
三
万
円
）

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業
等
、

母
子
保
健
事
業
、
成
人
保
健
事
業
、
予

防
接
種
等
。

③
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種（
中
学
生
・

高
校
生
） 

（
一
一
二
万
円
）

④
診
療
所
運
営
事
業

 

（
七
、九
一
六
万
円
）

⑤
管
理
栄
養
士
の
設
置

 

（
二
二
〇
万
円
）

《
高
齢
者
対
策
》

①
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

 

（
四
、一
九
五
万
円
）

　

二
施
設 

（
二
、〇
九
二
万
円
）

②
障
が
い
者
等
共
同
作
業
訓
練
事
業

　

一
施
設 

（
六
五
六
万
円
）

《
福
祉
医
療
》

　

福
祉
医
療
給
付
事
業

 

（
二
、五
六
八
万
円
）

父
子
・
母
子
医
療
、
重
度
心
身
障
が
い

者
医
療
、
精
神
障
が
い
者
等
医
療
、
老

人
医
療
、
乳
幼
児
医
療
。

《
教
育
の
充
実
》

①
学
力
の
定
着

　

第
一
小
学
校
等
三
名
・
阿
智
中
学

校
一
名
村
費
教
員
の
加
配

 

（
七
六
〇
万
円
）

　

中
学
校
心
の
教
室
相
談
員

 

（
六
七
万
円
）

　

教
育
支
援
主
事
の
設
置 
（
八
七
万
円
）

　

学
習
支
援
主
事
の
設
置 
（
四
三
万
円
）

②
中
学
校
改
築
工
事

 

（
五
億
三
、八
九
二
万
円
）

中
学
校
改
築
に
は
総
事
業
費
二
十
四
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
二
十
三
年
四
月

開
校
に
向
け
三
ヶ
年
で
建
設
を
進
め
る
。

《
そ
の
他
》

伍
和
・
智
里
東
公
民
館
耐
震
診
断
・

改
修
工
事 

（
一
、〇
五
〇
万
円
）

●●● 平成 20年度当初予算 ●●●

地
域
福
祉
の
総
合
窓
口
と
し
て
横
断
的
、

効
果
的
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
ま
た

高
齢
者
の
転
倒
予
防
の
運
動
教
室
も
実

施
し
介
護
予
防
の
支
援
を
行
う
。

②
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
事
業

 

（
一
、五
〇
八
万
円
）

③
自
立
支
援
扶
助
金
及
び
介
護
扶
助

金
交
付
事
業 

（
三
一
〇
万
円
）

村
単
独
で
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
わ
る
一

割
の
自
己
負
担
に
対
し
、
利
用
者
の
収

入
に
応
じ
て
扶
助
。

④
家
族
介
護
者
休
養
支
援
事
業

 

（
二
三
八
万
円
）

⑤
敬
老
事
業 

（
三
八
七
万
円
）

高
齢
ク
ラ
ブ
補
助
、
敬
老
祝
支
給
金
、

敬
老
大
会
補
助
（
一
人
一
、五
〇
〇
円
）

⑥
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業

 

（
三
二
六
万
円
）

十
九
年
度
開
設
の
セ
ン
タ
ー
の
事
務
費

を
支
援
、
二
十
年
度
中
の
西
部
地
区
広

域
化
を
目
指
す
。

⑦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

 

（
七
、六
三
六
万
円
）

《
障
が
い
者
対
策
》

自
立
支
援
法
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
三
月

障
が
い
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
本
格
運

用①
在
宅
障
が
い
児
者
支
援
（
居
宅
介

護
等
支
援
） 

（
一
、七
八
三
万
円
）

②
障
が
い
者
入
所
施
設
支
援
費
事
業

　

五
施
設 

（
四
、四
四
八
万
円
）

③
障
が
い
者
通
所
施
設
支
援
費
事
業

1
暮
ら
し
を
便
利
に
豊
か
に

2
健
康
と
安
心

3
教
育
文
化
の
向
上
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●●● 平成 20年度当初予算●●●

①
若
者
定
住
住
宅
新
増
改
築
等
支
援
金

 

（
一
、二
五
〇
万
円
）

村
内
へ
定
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新
増

改
築
、
住
宅
用
地
・
空
き
家
を
取
得
す

る
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
。
満
四
十

歳
以
下
、
住
宅
新
築
百
万
円
、
用
地
取

得
百
万
円
を
限
度
。

②
若
者
定
住
住
宅
建
設
資
金
融
資
利
子

補
給
金 

（
五
三
万
円
）

村
内
へ
定
住
す
る
た
め
の
住
宅
建
設
等

に
あ
た
り
、金
融
機
関
よ
り
融
資
を
受
け

た
場
合
の
利
子
十
分
の
三
の
補
助
を
行

う
。満
五
十
歳
以
下
、限
度
額
五
百
万
円
。

③
集
落
維
持
活
動
支
援
金

 

（
五
〇
万
円
）

④
Ｉ
・
Ｕ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の
情
報
提
供

①
自
治
会
活
動
支
援
金

 

（
一
、一
七
〇
万
円
）

自
治
会
活
動
の
経
費
に
対
し
、
均
等

割
・
世
帯
割
・
人
口
割
等
で
七
自
治
会

へ
総
額
八
百
七
十
万
円
。
さ
ら
に
十
七

年
度
か
ら
も
う
け
た
、
モ
デ
ル
と
な
る

個
別
の
事
業
に
対
し
総
額
三
百
万
円
の

支
援
を
行
う
。

②
村
づ
く
り
委
員
会
事
業
補
助
金

 

（
一
〇
〇
万
円
）

住
民
の
自
主
的
な
活
動
、
学
習
、
研
究

に
補
助
。

③
浪
合
振
興
補
助
金

 

（
一
〇
〇
万
円
）

①
誘
客
特
別
対
策
事
業

 

（
三
、〇
〇
〇
万
円
）

�
昼
神
温
泉
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
主
体

と
な
り
、
昼
神
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
、
全
国
へ
の
情
報
発
信
に
よ
る
誘

客
拡
大
を
目
指
す
。

②
観
光
協
会
補
助
金

 

（
二
、三
〇
〇
万
円
）

村
の
観
光
活
性
化
の
た
め
、
各
種
広
告

宣
伝
・
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
に
よ
る
誘
客

活
動
、
観
光
資
源
の
発
掘
整
備
、
情
報

発
信
を
行
う
。

③
昼
神
温
泉
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

 

（
一
、九
〇
〇
万
円
）

昼
神
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
快
適
な
空
間
づ
く
り
の
た
め
、
植

栽
・
遊
歩
道
の
整
備
を
行
う
。

④
東
山
道
・
園
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

「
は
ゝ
き
木
館
」
運
営

 

（
八
〇
〇
万
円
）

魅
力
あ
る
園
原
の
里
、
信
濃
比
叡
を
総

合
的
に
紹
介
、
案
内
で
き
る
展
示
・
企

画
を
行
う
。

⑤
治
部
坂
高
原
別
荘
地
内
道
路
改
修

事
業 

（
一
、〇
〇
〇
万
円
）

老
朽
化
し
て
い
る
別
荘
内
の
道
路
舗
装

と
側
溝
整
備
を
行
う
。

⑥
東
山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
支
援

 

（
二
〇
〇
万
円
）

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
支
援
と
、
遊
歩
道
の
改
修
。

⑦
温
泉
地
再
生
モ
デ
ル
事
業

 

（
二
、五
〇
〇
万
円
）

長
野
県
の
再
生
モ
デ
ル
と
し
て
環
境
整

備
を
進
め
る
。

《
農
林
業
》

①
新
規
就
農
者
、
帰
農
者
、
振
興
作

物
栽
培
者
補
助

 

（
一
九
五
万
円
）

新
規
栽
培
者
、
モ
デ
ル
施
設
、
雨
よ
け

施
設
、
振
興
作
物
・
大
豆
等
へ
の
補
助
。

②
中
山
間
直
接
支
払
事
業

 

（
一
、四
一
五
万
円
）

③
有
害
鳥
獣
対
策 

（
七
二
五
万
円
）

鳥
獣
捕
獲
、
捕
獲
檻
の
設
置
、
被
害
防

除
緩
衝
帯
整
備
、資
材
等
防
除
補
助
金
。

④
農
村
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調

査 

（
三
七
八
万
円
）

農
村
基
盤
の
調
査
設
計
。

⑤
森
林
造
成
推
進
事
業

 

（
一
九
一
万
円
）

間
伐
、
除
伐
、
枝
打
ち
な
ど

⑥
森
林
病
害
虫
防
除 
（
二
七
〇
万
円
）

松
枯
損
木
伐
倒
駆
除　

一
〇
〇
�

⑦
樹
木
粉
砕
機
の
導
入

 

（
二
九
〇
万
円
）

①
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
三
十
基

 

（
三
、五
六
五
万
円
）

②
村
道
の
整
備

 

（
一
億
一
、〇
〇
〇
万
円
）

１－

１
号
線
（
七
久
里
）、
２－

　

号
１６

線
（
園
原
）

③
水
道
施
設
統
合
・
基
本
計
画
策
定

 

（
一
、〇
〇
〇
万
円
）

④
融
雪
剤
散
布
車
一
台 
（
六
一
〇
万
円
）

《
安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
》

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
調
査
・
作
成
配
布

 

（
三
八
四
万
円
）

①
阿
智
地
区
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
運
営
事
業

 

（
六
、二
四
〇
万
円
）

②
浪
合
地
区
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
運
営
事
業

 

（
一
、二
〇
〇
万
円
）

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
上
中
関

自
治
会
の
御
輿
等
）

 

（
二
五
〇
万
円
）

④
財
政
健
全
化
の
た
め
の
借
金
繰
上

償
還 

（
一
億
三
、四
二
〇
万
円
）

4
定
住
対
策

5
自
治
会
・
住
民
の
自
主

的
活
動
へ
の
支
援

6
産
業
振
興
（
村
内
経
済

の
活
性
化
）

8
行
財
政
、
情
報

7
生
活
環
境
の
整
備



　の設定 

①阿智村がめざす将来像：基本理念 

住民一人ひとりの人生の質を高められる、
持続可能な村づくり 

人口の維持 

20歳～40歳 
人口比率19％ 

観光入り込み 
客総数 

134万人 

 

140万人以上 

製造品出荷額 

160億円 

 

200億円 

農業産出額 

9億円 

 

10億円 

財政計画 

実質公債比率 
18％以内 
経常収支比率 
80％以内 

　 画の検証・評価 
　政策評価（費用対便益評価、成果評価、過程評価、構造評価）の観点から常に見直

　　 しを図ります。 

　 村議会、住民懇談会、広報説明会での意見等を反映させます。 

　　力強い産業
　 ます。 

４ 
自然と共生する便利で安全・
安心な村をめざします。 

５ 
持続可能な村、住民が主体の
村をめざします。 

６　住民の主体的な関わり：「集落計画」と「地区計画」 

①集落計画（平成20年度～） 
　部落ごとに話し合いを持っていただき、部落の課題、問題点を明らかにしなが

ら、村への要求、地域の財産（もの、文化、人など）など、集落維持のために必

要な事項を計画として策定します。 

　　②地区計画（平成20年度～24年度） 
　村の基本計画の策定にあわせて、より住みやすい地域づくりのため、7つの自

治会ごとにそれぞれの地域特性を生かした計画を策定します。 

支　援 

協　働 
村 

集　落 

住
民 

自治会 

　住民と村が一体とな

って、協働により自立

の村づくりを進めるこ

とにより、持続可能な

村をめざします 
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○
総
合
計
画（
案
）に
対
す
る
住
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
に
つ

い
て

　

平
成
二
十
年
一
月
十
五
日
か
ら

平
成
二
十
年
一
月
二
十
八
日
の

間
、
住
民
の
皆
様
か
ら
総
合
計
画

（
案
）に
対
す
る
ご
意
見
等
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
五
十
五
項
目
と
大

変
多
く
の
ご
意
見
・
ご
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

内
容
を
検
討
の
上
、
総
合
計
画
に

反
映
で
き
る
も
の
は
反
映
し
、
後

期
基
本
計
画（
平
成
二
十
五
年
度

か
ら
二
十
九
年
度
）策
定
時
等
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
意
見
等
と
そ
れ
に
対
す
る
回

答
の
全
て
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
全
文
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
以
下
は
一
部
抜
粋
）

意
見
①　

自
治
会
の
五
ヵ
年
計
画

（
地
区
計
画
）
と
の
整
合
性
は

図
ら
れ
て
い
る
の
か
？

回
答
①　

本
計
画
の
策
定
に
際
し
、

自
治
会
の「
地
区
計
画（
五
ヵ
年

計
画
）」も
勘
案
し
て
い
ま
す
が
、

全
て
を
網
羅
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
計
画
と
の
整
合

が
図
れ
な
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
事
業
の
実
施
段
階
に

お
い
て
調
整
を
図
り
ま
す
。（
総

　

住
民
の
皆
様
へ
の
意
識
調
査
を
出
発
点
に
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
「
阿
智
村
第
五
次

総
合
計
画
（
以
下
「
第
五
次
計
画
」
と
い
い
ま
す
。）」
が
、
こ
の
た
び
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
第
五
次
計
画
」
で
は
、「
住
民
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
質
を
高
め
ら
れ
る
、
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
①
教

育
・
文
化
の
向
上
②
福
祉
・
保
険
・
医
療
の
充
実
③
産
業
の
振
興
④
生
活
環
境
の
整
備
計
画
⑤
定
住
人
口
の
増
加
・
行
財
政
計
画
・
協

働
の
推
進
の
五
つ
を
施
策
の
柱
と
し
て
、
基
本
理
念
の
実
現
の
た
め
、
重
点
施
策
を
中
心
に
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
生
き
た
計
画
と
す
る
た
め
に
は
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
が
最
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
、
ご
意
見
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●●● 阿智村第5次総合計画を策定しました ●●●



阿智村第５次総合計画（平成２０年度～２９年度）の構成 

○総合計画策定の趣旨と概要 

・長期的展望に立って、村民・行政が一体とな

り、「住民主体の村政」を継続・発展させ、

本村の進むべき方向を示すため、「阿智村第

５次総合計画」を策定します。 

・本計画は、村の目指す将来の方向を明らかに

した「基本構想（1、２、３）」と、これを実現す

るために行政が行う具体的施策を示す「基本

計画（４、５、６）」から構成します。 

２　阿智村の将来像 

②将来像の実現に向けた基本姿勢 

ア　「集落計画」策定による集落の維持を図ります。 

イ　自治会等との協働を推進し、住民主体の村づくりを進めます。 

ウ　基盤産業である農業を支援し、観光業をプラットホームに

商工業と連携し、産業振興を図ります。 

エ　若者定住施策等により、人口維持を図ります。 

オ　「全村博物館構想」により、住み続けることに誇りをもて

る村づくりを進めます。 

③達成目標　　　

人口の維持 

総人口 
6,500人 

１　阿智村の現状と課題 

①阿智村の現状 
　ア　人口の減少と少子・高齢化の進行 

　イ　近い将来、維持が困難になると予想さ

れる集落の存在 

　ウ　基盤産業である農家数の減少 

　エ　観光業をはじめとする商工業の停滞 

　オ　住民の地域活動の浸透 

②阿智村を取り巻く環境の変化 
　ア　社会経済状況の変化 

　　・グローバリゼーションによる地域経済

の縮小と中山間地からの人口の流出 

　　・市町村合併の推進 

　　・高速交通網の整備 

　　・観光地間競争の激化 

　イ　生活環境の変化 

　　・「ものの豊かさ」から「心の豊かさ」へ

の転換、ライフスタイルの多様化 

　　・安心・安全な生産物への需要拡大 

③阿智村の課題 
　ア　集落の維持 

　イ　若者の定住促進による人口の維持 

　ウ　健康づくりの推進 

　エ　観光業と農林業・商工業の連携による

産業の振興 

　オ　更なる行財政改革の推進 

　カ　住民との協働による村づくりの推進 

３　総合計画の推進体制 

①役割分担 
　多様な主体が適切な役割分担のもと、互いに協働し、施策を一体となっ

て展開します。 

　※住民一人ひとりが総合計画推進の主役です。 

②計　　　
　ア　　　

　イ　　　

４　前期基本計画における施策の方向 

村 集　落 自治会 村づくり委員会・NPO 関係団体など 

１ 
個性を尊重し、心豊かな人生
を送れる村をめざします。 

２ 
誰もが健康で、心安らぐ村を
めざします。 

３ 
地域を支える　　
の村をめざし　　　

５　前期基本計画の施策体系と重点施策 

１ 教育・文化の向上 
◎子育て支援 

２ 福祉・保健・医療の充実 
◎健康づくり 

５ 
定住人口の増加・ 
行財政計画・協働の推進 
　　　　◎若者定住 

３ 産業の振興 
◎観光業をプラットホーム 

にした産業振興 
４ 生活環境の整備計画 

◎環境対策 

※前期基本計画により取り組む主な施策を5つの体系に整理し、総合的に推進します。 
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務
課
協
働
活
動
推
進
室
）

意
見
②　

重
点
項
目
「
若
者
定
住

住
宅
新
増
築
当
支
援
金
制
度
」

に
つ
い
て
、
村
内
建
築
業
者
の

保
護
の
た
め
に
も
、
村
内
建
築

業
者
を
利
用
し
た
場
合
の
割
増

支
援
な
ど
の
制
度
見
直
し
は
確

実
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答
②　
「
若
者
定
住
住
宅
新
増

築
当
支
援
金
制
度
」
は
平
成　
２０

年
度
で
終
了
す
る
予
定
で
し
た

が
、
事
業
の
成
果
を
検
証
し
、

当
該
制
度
の
延
長
を
検
討
し
ま

す
。
そ
の
中
で
、
ご
指
摘
に
も

あ
る
よ
う
に
、
村
内
建
築
業
者

の
利
用
促
進
を
検
討
し
ま
す
。

（
ふ
る
さ
と
整
備
課
）

意
見
③　
「
障
が
い
者
」
の
表
記

に
つ
い
て
、
あ
え
て
平
仮
名
交

じ
り
の
表
記
と
し
た
の
か
？

回
答
③　
「
害
」
の
字
は
「
害
悪
」

「
公
害
」
と
い
っ
た
否
定
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
こ
と
と
、「
障

害
者
」
と
い
う
表
記
は
「
障
が

い
者
で
あ
る
前
に
人
間
で
あ
る
」

と
い
う
ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト

の
考
え
方
か
ら
も
適
切
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
法
律
名
や
団
体

名
な
ど
の
固
有
の
名
称
を
除
い

て
「
障
が
い
者
」
と
表
記
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。（
総
務
課
協

働
活
動
推
進
室
）

●●● 阿智村第5次総合計画を策定しました ●●●
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皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
し
た
運

営
を
す
る
た
め
に
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
国
民
健
康
保
険
制
度
の
主
な
改
正
点

は
平
成
十
九
年
十
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
で
す
。

◆
乳
幼
児
に
つ
い
て
二
割
の
自
己
負
担
割

合
で
し
た
が
、
義
務
教
育
就
学
前
（
六
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
）
ま
で
に
拡
大
。

◆
世
帯
全
員
が
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳

未
満
の
世
帯
の
保
険
税
が
原
則
と
し
て
世

帯
主
の
年
金
か
ら
天
引
き
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
年
金
額
が
十
八
万
円
未
満
の
場
合

や
、
介
護
保
険
料
と
あ
わ
せ
た
額
が
年
金

額
の
二
分
の
一
を
超
え
る
場
合
は
実
施
さ

れ
ま
せ
ん
。

◆
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
は
、
六

十
五
歳
未
満
の
方
と
そ
の
被
扶
養
者
と
な

り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
老
人
保
健
医
療
に
変
わ
り
、

七
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
高
齢
者

の
独
立
し
た
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
運
営
主
体
は
広
域
連
合

　

保
険
料
の
決
定
や
、
医
療
を
受
け
た
と

き
の
給
付
な
ど
は
、
県
内
全
て
の
市
町
村

が
加
入
す
る
「
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
」
が
行
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
徴
収
、申
請
や
届
出
の
受
付
、

保
険
証
の
引
渡
し
な
ど
の
「
窓
口
業
務
」

は
市
町
村
が
担
当
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　

県
内
に
お
住
ま
い
の
七
十
五
歳
以
上
の

方
、
及
び
六
十
五
歳
以
上
で
一
定
程
度
以

上
の
障
害
が
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
た
方
。

●
対
象
と
な
る
と
き

　

七
十
五
歳
に
な
っ
た
日
か
ら
、
七
十
五

歳
以
上
の
方
が
県
内
に
転
入
し
て
き
た
と

き
、
お
よ
び
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
一
定

程
度
の
障
害
が
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
た

と
き
等
に
資
格
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
１　

保
険
証
が
届
か
な
い
の
で
す
が
ど

こ
に
行
け
ば
い
い
の
で
す
か
？

Ａ
１　

該
当
さ
れ
る
方
々
に
は
、
保
険
証

を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、
保
険
証
を
紛

失
し
た
と
き
や
、
転
入
・
転
出
や
転
居
と

い
っ
た
住
民
票
に
異
動
が
あ
る
と
き
等
は
、

役
場
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

Ｑ
２　

ど
う
や
っ
て
病
院
を
受
診
す
る
の

で
す
か
？
ま
た
、
今
ま
で
の
医
療
と
ど
う

違
う
の
で
す
か
？

Ａ
２　

カ
ー
ド
サ
イ
ズ
の
保
険
証
を
一
人

一
枚
交
付
し
ま
す
。
今
ま
で
は「
保
険
証
」

と
「
老
人
保
健
受
給
者
証
」
の
両
方
を
見

せ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
で
は
「
保

険
証
」
の
み
の
提
示
で
受
診
で
き
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
の
額（
保

険
証
に
記
載
）
や
、
受
け
ら
れ
る
医
療
に

今
ま
で
と
の
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
３　

保
険
料
を
負
担
す
る
そ
う
で
す
が
？

Ａ
２　

被
保
険
者
の
方
全
員
に「
保
険
料
」

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
「
天
引
き
」
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
平
成
二
十
年
七
月

に
発
送
予
定
の
納
付
書
で
納
め
て
頂
き
ま

す
。

　

尚
、
保
険
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
所
得

な
ど
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
（
別
表
参

照
）。
所
得
な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
●
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
該
当
さ
れ

る
被
保
険
者
の
方
々
に
は
、
保
険
証
を
郵

送
し
て
あ
り
ま
す
。

●
四
月
よ
り
進
学
さ
れ
る
学
生
の
方
や
、

遠
隔
地
勤
務
等
の
理
由
に
よ
り
、
国
保
の

保
険
証
を
世
帯
と
は
別
に
希
望
さ
れ
る
方

は
、
早
め
に
届
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

国
保
制
度
の
一
部
改
正

　

高
齢
者
医
療
の
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
Q
&
A

　

担
当
者
か
ら
の
お
願
い

保険料の概算
【1人世帯年金収入のみの場合】

年間天引額
（2ヶ月分）年間保険料年金収入額

１,８００円１０,７００円１５３万円

１６,６００円９９,１００円２５０万円

３１,０００円１８５,６００円４００万円

※あくまでも概算ですので、お届けする通知
で必ずご確認下さい。

（別表）

●●● 保健係からの重要なお知らせ ●●●
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　国民健康保険（以下国保と記します）の届け出は、被保険者の皆さま自身に行って頂くようになっ

ています。下記の事項に該当する項目がある方は、必要な物を持って14日以内に、役場民生課保健

係まで届け出をお願い致します。（届け出の遅れは、トラブルのもとになります）

申請・お問い合わせ　民生課　保健係　43－2220

忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれれれれれれれなななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいでででででででででででででででで!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険のののののののののののののののの届届届届届届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけけけけけけ出出出出出出出出出出出出出出出出忘れないで!! 国民健康保険の届け出

★国保に加入するときはどんなとき？
届け出に必要な物こんなとき

転出証明書、印鑑他の市区町村から転入してきたとき

他の健康保険を脱退した証明書、印鑑、年金手帳
他の健康保険を脱退したとき

他の健康保険の被扶養者からはずれたとき

保険証、母子健康手帳、印鑑国保の被保険者の方に子どもが生まれたとき

保護廃止決定通知書、印鑑生活保護を受けなくなったとき

外国人登録証明書外国籍の人が加入するとき

★国保を脱退するときはどんなとき？
届け出に必要な物こんなとき

保険証、印鑑他の市区町村へ転出したとき

国保と他の健康保険の両方の保険証（後者が未交付の場合

は加入したことを証明するもの）、印鑑、年金手帳

他の健康保険に加入したとき

他の健康保険の被扶養者になったとき

保険証、死亡を証明するもの、印鑑国保の被保険者が死亡したとき

保険証、保護開始決定通知書、印鑑生活保護を受けるようになったとき

保険証、外国人登録証明書外国籍の人が脱退するとき

★他にはどんな届け出があるの？
届け出に必要な物こんなとき

年金証書、保険証、印鑑退職者医療制度の該当、非該当となったとき

保険証、印鑑住所・世帯主・氏名等が変わったとき

保険証、印鑑世帯が分かれたり、一緒になったとき

保険証（汚れてしまったもの）、印鑑保険証を無くしたり、汚れて使えなくなったとき

保険証、印鑑長期出張・旅行などで別個の保険証が必要なとき

保険証、在学証明書修学のため、別に住所をさだめるとき

保険証、印鑑、事故証明書交通事故にあったとき

示談をされる前に
保健係にご相談下さい。

●●● 保健係からの重要なお知らせ ●●●
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おしらせ 

　

平
成
二
十
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
第
二

次
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
場
所
・

時
間
を
確
認
の
う
え
、
間
違
い
の
な
い
よ

う
会
場
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
今
年
度
の

集
合
注
射
は
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

（
飼
育
し
て
い
る
犬
の
登
録
、
狂
犬
病
予

防
注
射
の
接
種
は
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
）

●狂犬病予防注射　5月25日（日）の日程

時　　　間場　　　　所

午前　9：00～9：10農協春日選果場前

9：25～9：35伍 和 診 療 所 前

9：45～9：50阿智村商工会館駐車場

10：00～10：05智里東診療所前

10：10～10：15昼神ガイドセンター横

10：25～10：30智里西診療所前

10：40～10：45横 川 集 会 所

11：05～11：15阿智村中央公民館前

11：35～11：45役場浪合支所駐車場

●持ち物

郵送されたハガキ

注射料1頭につき3，220円
登録済みの方

登録料1頭につき3，000円

注射料1頭につき3，220円（計6，220円）
新規登録の方

　

四
月
か
ら
飯
田
市
立
病
院
へ
産
婦
人
科

医
師
一
名
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
産
婦
人
科
医
師
の
体

制
は
、
常
勤
医
師
四
名
と
非
常
勤
医
師
一

名
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
安
全
・
安
心
の
出
産
を
確
保
し

な
が
ら
、
で
き
る
限
り
多
く
の
出
産
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
二
十
年
四
月
以
降
の

出
産
予
約
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
飯
田

市
立
病
院
よ
り
次
の
と
お
り
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

一.    
出
産
予
約
件
数
は
、
一
ヶ
月
あ
た
り

七
〇
件
を
目
安
と
し
ま
す
。

二.    
飯
田
下
伊
那
地
方
に
住
所
の
あ
る
方

の
出
産
は
、
従
来
ど
お
り
、
原
則
と

し
て
全
て
受
け
入
れ
ま
す
。
そ
の
予

約
件
数
が
七
〇
件
を
超
え
な
い
時
と

き
、「
実
家
が
飯
田
下
伊
那
地
域
内

に
あ
る
方
の
里
帰
り
出
産
」
の
み
お

受
け
し
ま
す
。

三.    
飯
田
下
伊
那
地
方
に
住
所
の
あ
る
方

で
、
市
立
病
院
で
の
出
産
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
早
め
に
予
約
し
て
下
さ

い
。

四.    
市
立
病
院
で
里
帰
り
出
産
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
出
産
予
定
月
の
五
ヶ
月

前
の
一
日
〜
七
日
で
（
土
日
祝
日
除

く
）
予
約
し
て
下
さ
い
。

五.    
医
療
情
勢
等
受
け
入
れ
の
状
況
や
、

上
限
七
〇
件
を
超
え
た
場
合
な
ど
は

受
付
で
き
な
い
事
と
な
り
ま
す
の
で
、

特
に
ご
留
意
下
さ
い
。

六.    
予
約
は
お
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

�
〇
二
六
五－

二
一－

一
二
二
五

　
　

内
線
二
一
九
六

　
　

受
付
時
間
午
前
八
時
〜
午
後
五
時

七.    
市
立
病
院
に
お
け
る
妊
婦
健
診
を
拡

大
し
ま
す
。
詳
細
は
前
期
検
査
の
際

に
ご
案
内
し
ま
す
。

八.    
救
急
や
連
携
産
婦
人
科
医
療
機
関
か

ら
の
紹
介
状
を
お
持
ち
の
「
ハ
イ
リ

ス
ク
妊
娠
」
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

限
り
市
立
病
院
で
お
受
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
飯
田
下
伊
那
地
域
に
お
住
ま
い

で
あ
っ
て
も
、
飯
田
下
伊
那
地
域
発
行
の

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
当
地
域
内
で

継
続
し
て
妊
婦
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。
今
後
と
も
引

き
続
き
、
医
師
確
保
に
最
大
限
の
取
り
組

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂
犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注
射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射
ををををををををををををををををををををををををををををををををを

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　

受
け
ま
し
ょ
う
！

み
を
行
い
、
一
刻
も
早
く
分
娩
制
限
を
解

除
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
参
考
）

八　

月　

既
に
七
〇
件
を
超
え
て
お
り
、

里
帰
り
出
産
の
予
約
は
で
き
ま

せ
ん
。

九　

月　

予
約
四
月
一
日
〜
七
日

十　

月　

予
約
五
月
一
日
〜
七
日

十
一
月　

予
約
六
月
二
日
〜
九
日
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飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦

飯
田
市
立
病
院
の
産
婦

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててててててててててててててて

人
科
の
診
療
に
つ
い
て
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　　　　　　　　　　　税　金　等　の　種　類　　　　　　　※（　）内は納期限口座振替
の日

※口座振替の依

頼をいただいて
いる方のみ

月 後期高齢者
医療保険料

介護保険料
（６５歳以上の第１号被保険者）

国民健康
保険税軽自動

車　税
固　定
資産税

村県民税
（普通徴収）

特別徴収普通徴収特別徴収普通徴収特別徴収普通徴収

４月，６月，

８月，１０月，

１２月，２月の

年金支給時

に天引きと

なります。

４月，６月，

８月，１０月，

１２月，２月の

年金支給時

に天引きと

なります。

４月，６月，

８月，１０月，

１２月，２月の

年金支給時

に天引きと

なります。

1期（4/３０）４月２５日�４月

1期（6/2）1期（6/2）1期（6/2）５月２６日�５月

2期（6/３０）2期（6/３０）1期（6/３０）６月２５日�６月

3期（7/３１）3期（7/３１）3期（7/３１）2期（７/３１）７月２５日�７月

4期（9/1）4期（9/1）4期（9/1）2期（9/1）８月２５日�８月

5期（9/３０）5期（9/３０）5期（9/３０）3期（9/３０）９月２５日�９月

6期（１０/３１）6期（１０/３１）6期（１０/３１）3期（１０/３１）１０月２７日�１０月

7期（１２/1）7期（１２/1）7期（１２/1）１１月２５日�１１月

8期（1/5）8期（1/5）8期（1/5）4期（１２/２５）１２月２５日�１２月

9期（2/2）9期（2/2）9期（2/2）4期（2/2）１月２６日�１月

１０期（3/2）１０期（3/2）１０期（3/2）２月２５日�２月

３月２５日�３月

※口座振替の日に残高不足等で振替ができなかった方については、翌月の５日（休日の場合は翌営業日）に再振
替をさせていただきます。

税金・料金は納期限までに納めましょう

������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������

平成20年度村税等納期の一覧

　

税
源
移
譲
は
、
住
民
税
と
所
得
税
の
合

計
負
担
額
が
税
源
移
譲
の
前
後
で
変
わ
ら

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
住
民
税
と
所
得
税
の
課
税
の
対
象
と

な
る
所
得
の
対
象
年
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
十
八
年
中
は
所
得
が
あ
っ

た
が
、
退
職
な
ど
の
理
由
に
よ
り
平
成
十

九
年
中
の
所
得
が
な
く
な
っ
た
方
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
九
年
度
の
住
民
税
が
増
加

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
九
年
分

の
所
得
税
の
減
少
の
メ
リ
ッ
ト
が
受
け
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
該
当
者
の
方
に
は
申
告
し
て
い
た

だ
き
、
税
源
移
譲
で
増
額
し
た
分
を
平
成

十
九
年
度
の
住
民
税
か
ら
減
額
し
ま
す
。

（
す
で
に
納
付
済
み
の
場
合
は
還
付
し
ま

す
） 

対
象
者

　

平
成
十
八
年
分
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ

て
い
た
が
、
平
成
十
九
年
中
の
所
得
が
減

少
し
た
た
め
、
平
成
十
九
年
分
の
所
得
税

が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
。

次
の
方
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

�
寄
付
金
控
除
や
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な

ど
の
増
加
に
よ
っ
て
所
得
税
が
課
税

さ
れ
な
く
な
っ
た
方

�
平
成
十
九
年
中
に
亡
く
な
っ
た
方
や

海
外
転
出
で
平
成
二
十
年
一
月
一
日

に
国
内
に
居
住
し
て
い
な
い
方

計
算
方
法

　

平
成
十
九
年
度
の
住
民
税
に
つ
い
て
、税

源
移
譲
後
の
税
率
で
計
算
し
た
税
額
か
ら
、

税
源
移
譲
前
の
税
率
で
計
算
し
た
税
額
を

差
し
引
い
た
額
を
減
額
し
ま
す
。

申
告
期
間

　

平
成
二
十
年
七
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日

申
告
場
所

　

対
象
と
な
る
方
は
、平
成
十
九
年
一
月
一

日
現
在
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
市
町
村（
平
成

十
九
年
度
の
住
民
税
を
納
め
た
市
町
村
）へ
減

額
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

阿
智
村
役
場
出
納
室
税
務
係

� 
四
三
ー
二
二
二
〇

税
源
移
譲
時
の
年
度
間
所
得
の
変
動

に
伴
う
経
過
措
置
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おしらせ 
　

平
成
十
九
年
度　

特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
管
梁
工
事
が
完
了
し
、
会
地

処
理
区
の
一
部
が
四
月
一
日
よ
り
供
用
開

始
さ
れ
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

●
供
用
開
始
し
た
地
区
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
春
日
地
区

　

七
久
里
の
一
部

　

今
回
供
用
開
始
と
な
っ
た
、
地
区
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん
は
、
受
益
者
分
担
金
の

納
入
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
のののののののののののののののののののの

下
水
道
の

供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

供
用
開
始
に
つ
い
て

　

下
水
道
は
、
皆
様
の
下
水
道
使
用
料
に

よ
っ
て
維
持
管
理
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
公

共
水
域
の
水
質
保
全
、
ま
た
下
水
道
経
営

健
全
化
の
た
め
に
、
供
用
開
始
し
て
い
る

区
域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
下
水
道
へ
未

接
続
の
方
は
早
急
に
下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
（
村
の
条
例
で
は
、
供
用
開
始
の
日
か

ら
三
年
以
内
の
接
続
と
な
っ
て
い
ま
す
）

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののののののの

下
水
道
へ
の接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接

続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

接
続
に
つ
い
て

受益者負担金

400,000円専用住宅

400,000円13mm

事業用施設等
村営水道加入
口径別金額　

500,000円20mm

750,000円25mm

1,250,000円30mm

2,250,000円40mm

3,750,000円50mm

　

村
で
は
平
成
七
年
度
よ
り
、
生
ご
み
処

理
機
及
び
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
く

り
ー
ん
ひ
る
西
部
が
平
成
十
三
年
度
供
用

�����
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�����
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�����
�����
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�����
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一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設

一
般
家
庭
生
ご
み
処
理
施
設

設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

設
置
補
助
制
度
廃
止
に
つ
い
て

帯
業
務
、公
園
等
の
管
理
、家
事
援
助（
障

子
の
張
り
替
え
、草
取
り
等
）で
す
。

ご
家
族
や
企
業
等
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た

仕
事
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
依
頼
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

阿
智
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）�

四
三－

二
二
四
四
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シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
四
月
よ
り
業
務
を
開
始
し
た
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、村
内
企
業
、個
人

の
皆
様
な
ど
か
ら
の
仕
事
を
受
け
、
こ
の

一
年
間
に
百
名
余
の
会
員
が
延
べ
二
千
五

百
日
の
就
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
業
務
の
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、
新
た
な
会
員
の
募
集
と
、
仕
事
の

発
注
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
会
員
の
募
集
】

今
年
度
中
に
六
十
歳
以
上
に
な
る
健
康

で
労
働
意
欲
の
あ
る
方
。

【
募
集
す
る
業
務
内
容
】

旅
館
等
の
清
掃
、
庭
木
の
手
入
れ
、
山

作
業
、
農
作
業
の
手
伝
い
、
製
造
業
付

　

納
入
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
戸
あ

た
り
四
十
万
円
で
す
。（
事
業
用
施
設
等

は
、
上
水
道
加
入
口
径
に
よ
り
次
の
表
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。）
納
入
方
法
に
つ

き
ま
し
て
は
、
納
付
書
を
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
入
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
に
よ

り
一
年
以
内
で
の
分
割
納
入
が
可
能
で
す
。

し
、
生
ご
み
を
処
理
す
る
事
と
し
た
こ
と
、

ま
た
近
年
こ
の
補
助
制
度
の
申
請
者
も
少

な
く
、
多
く
の
家
庭
で
く
り
ー
ん
ひ
る
西

部
を
利
用
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
村

で
は
今
年
の
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
補

助
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

　

ふ
る
さ
と
整
備
課　

環
境
保
全
係

　

�
四
三－

二
二
二
〇
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大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆
栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽
培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培

大
豆
栽
培

助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

助
成
制
度
に
つ
い
て

　

村
で
は
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て
大

豆
の
栽
培
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
支

援
と
し
て
、
村
内
の
農
業
者
が
大
豆
を
栽

培
し
て
、
村
内
の
農
協
や
加
工
施
設
、
農

事
組
合
、
豆
腐
業
者
の
ほ
か
指
定
す
る
出

荷
先
に
出
荷
し
た
場
合
は
、
一
�
当
た
り

百
五
十
円
を
助
成
の
対
象
と
し
ま
す
。

　

二
十
年
度
に
大
豆
を
栽
培
し
出
荷
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
五
月
三
十
日
ま
で
に
栽

培
計
画
書
を
役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課
農
林

係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

栽
培
計
画
書
の
用
紙
は
、
ふ
る
さ
と
整

備
課
（
四
三－

二
二
二
〇
）
又
は
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
（
四
五－

二
一
三
〇
）
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
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第
１
分
団
長 

村　

澤　

淳　

平

第
２
分
団
長 

岡　

本　
　
　

浩

第
３
分
団
長 

佐
々
木　
　
　

博

第
４
分
団
長 

原　
　
　

邦　

彦

第
５
分
団
長 

矢　

沢　

貴　

弘

第
６
分
団
長 

熊　

谷　

直　

人

第
７
分
団
長 

伊　

藤　

寛　

臣

第
１
副
分
団
長 

増　

井　

公　

一

第
２
副
分
団
長 

斉　

藤　

雅　

之

第
３
副
分
団
長 

橋　

本　

大　

作

第
４
副
分
団
長 

井　

原　
　
　

強

第
５
副
分
団
長 

原　
　
　

直　

樹

第
６
副
分
団
長 

田　

中　

和　

晃

第
７
副
分
団
長 

山　

口　
　
　

豊

旗　
　

手 

塩　

澤　
　
　

満

本
部
部
長 

菱　

田　

直　

樹

技
術
部
長 

原　
　
　

康　

夫

ラ
ッ
パ
部
長 

小　

林　

隆　

文

救
護
部
長 

原　
　
　

和　

彦

誘
導
部
長 

征　

矢　

晃　

和

団　 長

井原敏文

　

三
月
十
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
に
お
い
て

平
成
十
九
年
度
年
度
末
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
長
年
に
わ
た
り
苦
労
頂
い
た
二
十

五
名
の
幹
部
・
団
員
が
退
団
し
、
十
五
名

の
方
に
新
た
に
入
団
頂
く
中
で
、
団
員
二

百
五
十
八
名
で
平
成
二
十
年
度
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

活
動
は
火
災
を
始
め
風
水
害
や
心
配
さ

れ
る
東
海
地
震
に
備
え
て
、
進
め
ら
れ
て

行
き
ま
す
。
生
命
、
財
産
は
、
自
ら
で

守
っ
て
い
く
事
を
基
本
に
、
地
域
住
民
の

責
務
と
し
て
対
象
年
齢
で
入
団
さ
れ
て
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
消
防
団
へ
入
団
し
て

活
動
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
第
三
分
団
に
女
性
消
防

団
員
が
一
名
お
り
ま
す
が
、
更
に
充
実
し

た
活
動
が
で
き
る
様
に
、
女
性
消
防
団
員

を
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。

副 団 長

熊谷　繁

▼
平
成
二
十
年
度
幹
部
は
次
の
通
り
。 

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
�
い
つ
ま
で
も
お

た
っ
し
ゃ
で
�暮
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
こ
で
、
地
区
ご
と
に
交
流
の
場
を
つ

く
り
、い
ろ
い
ろ
な「
お
た
っ
し
ゃ
メ
ニ
ュ
ー
」

を
と
お
し
て
、
ま
た
、
参
加
い
た
だ
く
皆

さ
ん
の
声
や
地
域
の
声
を
お
伺
い
し
な
が

ら
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
取
り
組
み
に

し
、
元
気
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

�
募
集
対
象
者
�

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方

�
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の
？
�

　

お
た
っ
し
ゃ
メ
ニ
ュ
ー

・
大
腰
筋
体
操

・
栄
養
の
は
な
し

・
食
事
の
工
夫

　
　
（
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
調
理
実
習
）

・
口
の
衛
生
、
歯
の
は
な
し

・
杖
の
使
い
方

・
ス
ト
レ
ッ
チ

・
起
き
上
が
り
な
ど
生
活
動
作
の
方
法

・
操
体
法

・
回
想
法

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
しししししししししししししししししししし
ゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃ
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

「
お
た
っ
し
ゃ
か
い
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ににににににににににににににににににににに

出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
てててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
まままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
か
？

・
お
し
ゃ
れ
教
室

・
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
季
節
の
行
事
な
ど

※
駒
場
地
区
は
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
継
続

で
個
別
の
リ
ハ
ビ
リ
指
導
を
重
点
的
に

行
い
ま
す
。

�
や
っ
て
い
る
場
所
と
曜
日
�

�
参
加
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
�

★
お
住
ま
い
の
地
区
の
民
生
委
員

★
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�
四
五－

一
一
四
〇

★
民
生
課　
　
　

�
四
三－

二
二
二
〇

実施日
（曜日）

場　　　所地区

月・水中関高齢者生きがいセンター春　日

金阿智村保健センター駒　場

火・木伍和高齢者生きがいセンター伍　和

金昼神　寿楽苑
智里東

智里西

月・木えんばな浪　合

月1回横川集会所横　川

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿
智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

阿
智
村
消
防
団

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

平
成
二
十
年
度
幹
部
体
制
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おしらせ 

村
職
員
等

　

四
月
一
日
付
の
新
規
職
員
と
、
三
月
末

日
の
退
職
職
員
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

内
部
の
異
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
添

役
場
組
織
図
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
新
規
職
員
（
四
月
一
日
付
）

総
務
課
兼
教
育
委
員
会 

中
里　

信
之

総
務
課
兼
教
育
委
員
会 

大
石
真
紀
子

浪
合
保
育
所 

千
邑　

智
子

智
里
東
保
育
所 

玉
井
美
寿
衣

駒
場
保
育
所 

市
岡
百
合
香

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー 

北
沢　

善
克

■
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

 

折
山　
　

茂

民
生
課
保
健
セ
ン
タ
ー
係
長

 

園
原　

康
代

伍
和
保
育
所 

佐
々
木
よ
う
子

春
日
保
育
所 

久
保
田
和
子

春
日
保
育
所 

塩
澤
喜
久
子

智
里
西
保
育
所 

宮
下
真
由
美

智
里
東
保
育
所 

島
崎
真
路
実

智
里
東
保
育
所 

宮
内　
　

愛

伍
和
保
育
所 

寺
澤
ひ
さ
子

ふ
る
さ
と
整
備
課 

上
久
保
和
芳

 

（
長
野
県
へ
）

総
務
課 

熊
谷　

朋
宏

 

＜

転
入＞

（　

）内
は
前
任
地

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

近
藤　

一
彦
﹇
教
頭
﹈（
明
善
小
学
校
）

鎌
倉　
　

健
（
松
尾
小
学
校
）

窪
田　

訓
子
（
飯
島
小
学
校
）

熊
谷　

由
美
（
丸
山
小
学
校
）

猪
切　

信
子
（
龍
江
小
学
校
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

吉
田　

千
秋
﹇
校
長
﹈（
八
坂
小
学
校
）

千
野　

貴
正
（
坂
城
小
学
校
）

伊
藤　

正
子
（
松
尾
小
学
校
）

楯　

百
合
子
（
鼎
小
学
校
）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

川
上　

達
磨
（
南
条
小
学
校
）

【
浪
合
小
学
校
】

清
水　

秀
朗
（
明
善
小
学
校
）

河
西　

弘
哲
（
三
穂
小
学
校
）

松
島　

広
美
（
喬
木
第
二
小
学
校
）

教　

職　

員

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

岡
田　

絵
美
（
中
野
小
学
校
）

亀
割　

靖
教
（
退
職
）

【
浪
合
小
学
校
】

伊
藤　

俊
光
（
山
本
小
学
校
）

大
須
賀
和
久
（
新
野
小
学
校
）

原　
　

孝
子
（
下
條
中
学
校
）

川
合　
　

茜
（
鼎
小
学
校
）

【
阿
智
中
学
校
】

中
山　

晴
隆
﹇
校
長
﹈

　
　
　
　
　
 
（
白
馬
北
小
学
校
）

松
沢　

弘
尚
（
緑
ヶ
丘
中
学
校
）

松
尾　

美
鈴
（
東
部
中
学
校
）

久
保
田
み
ど
り
（
信
州
大
学
付
属
学
校
・

 

研
修
）

原　
　

優
樹
（
退
職
）

井
坪　
　

進
（
退
職
）

下
林　

照
男
（
退
職
）

木
下　

浩
子
（
松
川
高
校
）

【
浪
合
中
学
校
】

児
玉　

尚
也
﹇
教
頭
﹈

　
　
　
　
　
 
（
野
沢
南
高
校
定
時
制
）

奥
井　

一
良
（
福
島
中
学
校
）

小
澤　

香
織
（
退
職
）

金
山　

未
和
（
鼎
小
学
校
）

【
阿
智
中
学
校
】

古
田　

数
馬
﹇
校
長
﹈

　
　
　
　
　
 
（
阿
南
第
一
中
学
校
）

柳
澤　
　

誠
（
南
宮
中
学
校
）

渡
邉　

康
博
（
飯
田
西
中
学
校
）

平
林　

公
平
（
三
穂
小
学
校
）

有
賀　
　

武
（
岡
谷
北
部
中
学
校
）

竹
村　

梨
絵
（
焼
津
市
東
益
津
小
学
校
）

熊
谷
千
世
子
（
伊
賀
良
小
学
校
）

【
浪
合
中
学
校
】

飯
沼　

哲
夫
﹇
教
頭
﹈（
中
山
小
学
校
）

北
村　

美
奈
（
上
田
東
小
学
校
）

林　
　

伸
圭
（
緑
ヶ
丘
中
学
校
）

〈
転
出
〉 

（　

）
内
は
新
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

酒
井　

重
明
﹇
教
頭
﹈（
長
地
小
学
校
）

佐
々
木
俊
昭
（
三
岳
小
学
校
﹇
教
頭
﹈）

佐
々
木
富
子
（
鼎
小
学
校
）

佐
藤　

勅
子
（
阿
南
第
二
中
学
校
）

河
合　

重
子
（
退
職
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

源
関　
　

昭
﹇
校
長
﹈（
埴
生
小
学
校
）

林　
　

初
美
（
高
森
南
小
学
校
）

竹
村　

雄
次
（
高
森
北
小
学
校
）

（
田
畑
孝
宏
）

 

（
信
大
内
留
か
ら
上
村
中
学
校
）

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動動動

人
事
異
動

（
長
野
県
か
ら
）

（
清
内
路
村
へ
）
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定　　　員3月2月H21/1月12月11月10月9月8月7月6月5月H20/4月

【イベント・体験会】

特に無し何でも出前

特に無しウォーキング体験会

12～20名百名山を楽しもう

特に無しラフティングアドベンチャー

【 教　 室 】

ラグビー

12～20名水泳教室

10～30名ソフトテニス

５～15名さわやかビクス

８～20名陸　上

12～30名ヨガ教室

10～20名社交ダンス

10～30名基礎トレーニング教室

５～10名中国語

５～15名英会話

５～10名華道教室

【スポーツセミナー】

４～20名バドミントン

10～25名ウィンターバスケット

10～30名  初級 中級チャレンジスキー

４～20名楽しいピンポン

特に無しニュースポーツフェスティバル

【 文 化 セ ミ ナ ー 】

12～16名四季の料理体験会

10～20名ガーデニング

５～20名いきいき野菜づくり

10～20名庭の剪定

５～15名書道に親しもう

５～15名茶　会

10～15名陶　芸

６～10名ソバ打ち

チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆううううううううううううううううううううAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAcccccccccccccccccccchhhhhhhhhhhhhhhhhhhhiiiiiiiiiiiiiiiiiiii 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ススススススススススススススススススススケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルル表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表チャレンジゆうAchi　年間スケジュール表
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チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
は

「
い
つ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」「
い
つ

ま
で
も
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
気
軽
に
自

分
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

を
、
小
さ
な
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。
五
年
目
を

迎
え
た
今
年
は
、
新
た
に
ラ
グ
ビ
ー
・

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
・
出
前
教
室
な
ど
を
加
え
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
二
十
九
講
座
を

用
意
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
年
会
費
は
個
人
二
千
円
、

家
族
（
何
人
で
も
）
五
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

申
し
込
み
手
続
き
は
三
月
に
各
戸

に
配
布
し
ま
し
た
ク
ラ
ブ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
ふ
く
ま

る
く
ん
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
、
中
央

公
民
館
内
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ

ｉ
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

（
土
日
の
申
し
込
み
手
続
き
に
つ
い

て
は
図
書
室
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
）。

　

な
お
、
十
九
年
度
会
員
も
更
新
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ち
っ
ち
ゃ
な
一
歩
が
大
き
な
元
気

と
健
康
を
生
み
出
す
村
民
み
ん
な
の

ク
ラ
ブ
で
す
。
ご
家
族
お
友
達
誘
い

合
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ

の
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
事
務
局

�
四
三－

二
〇
六
一

チャレンジゆうAchi  社交ダンス教室

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合
型型型型型型型型型型型型型型型型
スススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツ
クククククククククククククククク
ララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブ

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「「「「「「「「「「「「「「「「
チチチチチチチチチチチチチチチチ
ャャャャャャャャャャャャャャャャ
レレレレレレレレレレレレレレレレ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ジジジジジジジジジジジジジジジジ
ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ
うううううううううううううううう
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ
ｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈ
ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ
」」」」」」」」」」」」」」」」
でででででででででででででででで
はははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
」
で
は
、

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十
年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度
のののののののののののののののの
会会会会会会会会会会会会会会会会
員員員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集
しししししししししししししししし
てててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす
。。。。。。。。。。。。。。。。

平
成
二
十
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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おしらせ 
○
日　

時　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
九
日
�

　
　
　
　
　

十
一
時
三
十
分
〜（
小
雨
決
行
）

○
場　

所　

富
士
見
台
高
原
神
坂
小
屋
付

近
及
び
萬
岳
荘
前

○
受　

付　

午
前
九
時
三
十
分
〜

富
士
見
台
高
原
神
坂
小
屋
手

前
に
て

○
参
加
料　

無
料

○
内　

容　

神
事
、
餅
投
げ
、
ア
ル
プ
ホ

ル
ン
、
コ
ー
ラ
ス
、
豚
汁

サ
ー
ビ
ス

○
参
加
方
法

午
前
九
時
〜
十
時

ヘ
ブ
ン
ス
山
麓
駅
集
合

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
リ
フ
ト
代
千
八
百

円
（
参
加
者
特
別
協
賛
料
金
）

午
前
八
時

神
坂
神
社
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い

ヘ
ブ
ン
ス
そ
の
は
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

利
用
の
場
合

神
坂
神
社
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
で
参
加

の
場
合

アルプホルンの演奏
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

東
山
道
・
園
原
ビ
ジ
タ
ー

セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ププププププププププププププププププププ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ププププププププププププププププププププ

セ
ン
タ
ー  
プ
レ
・
オ
ー
プ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

　

東
山
道
・
園
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

「
は
ゝ
き
木
館
」
が
、
四
月
二
十
日
に
プ

レ
・
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

プ
レ
・
オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
桜
の

絵
で
有
名
な
日
本
画
家
・
中
島
千
波
画
伯

が
描
く
、
駒
つ
な
ぎ
の
桜
を
展
示
す
る
、

記
念
企
画
展
『
中
島
千
波
が
描
く
「
駒
つ

な
ぎ
の
櫻
」』
を
行
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

駒
つ
な
ぎ
の
桜
の
開
花
と
重
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
桜
と
共
に
、
中
島
画
伯
の
傑
作

を
御
鑑
賞
下
さ
い
。（
六
月
一
日
ま
で
、

開
催
）

　

な
お
、
本
オ
ー
プ
ン
は
、
六
月
七
日
の

予
定
で
す
。
今
年
は
、
源
氏
物
語
成
立
千

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
オ
ー
プ
ン
の

記
念
企
画
展
は
、『
源
氏
物
語
と
園
原
』

と
題
し
て
、土
佐
派
の
絵
画
な
ど
を
通
じ
、

源
氏
物
語
と
園
原
の
関
わ
り
を
紹
介
致
し

ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

　

園
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
古

跡
・
旧
跡
を
残
す
園
原
の
里
全
体
を
、
一

つ
の
屋
根
の
無
い
博
物
館
（
エ
コ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
）
と
し
て
捉
え
、
全
村
博
物
館
構

想
の
モ
デ
ル
地
区
と
考
え
て
運
営
し
て
い

き
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
学
習
・
研
究
・
創

作
・
展
示
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
住
所
】
智
里
三
五
五
九
（
園
原
）

【
電
話
】
四
四－

二
〇
一
一

【
休
館
日
】
火
曜
日

【
開
館
時
間
】

　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半

【
園
原
案
内
コ
ー
ナ
ー
】
入
館
自
由

【
企
画
展
観
覧
料
】

　

大
人  
二
〇
〇
円　

小
人 
一
〇
〇
円

【
飲
み
物
・
企
画
展
セ
ッ
ト
】

　

大
人 
六
〇
〇
円　

小
人 
五
〇
〇
円

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵
那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富
士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原

恵
那
山
・
富
士
見
台
高
原

山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
きききききききききききききききききききき
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

山
開
き
開
催
に
つ
い
て

園原ビジターセンター「はゝき木館」至  ヘブンスそのはら 

至 

駒
つ
な
ぎ
の
桜 

園原ビジターセンター 
「はゝ き木館」 

位置図 

広拯院（月見堂） 
信濃比叡本堂 

門前屋 
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難
視
聴
対
策
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ

ル
へ
の
変
換
と
い
う
国
策
と
し
て
の
「
電

波
行
政
」
へ
の
対
応
、
村
内
の
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
環
境
の
格
差
を
是
正
、
テ
レ
ビ
放

送
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
へ
の
対
応
と
様
々

な
高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
た
め
、『
阿

智
村
情
報
化
事
業
』
が
平
成
十
八
年
四
月

竣
工
（『
浪
合
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
』
は
平

成
十
六
年
五
月
開
局
）
し
、
開
局
と
共
に

映
像
系
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
自
主
放
送

（
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
村
か
ら
の
情
報
提

供
と
し
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
九
月
、
阿
智
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
加
入
し
て
い
る
契
約
者
三
百
人
を
無
作

為
抽
出
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
回
答
者
数
百
四
十
一
人
、
回

収
率
四
十
四
％
と
な
り
基
本
調
査
以
外
に

も
多
く
の
ご

意
見
、
ご
要

望
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

Ｑ  
阿
智
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し

た
こ
と
で
村
内
の
情
報
は
入
手
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
か
？

Ｑ  
阿
智
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
文
字
放

送
を
週
に
ど
の
く
ら
い
見
て
い
ま
す

か
？

Ｑ  
阿
智
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ビ
デ
オ

放
送
【
村
の
放
送
】
を
週
に
ど
の
く

ら
い
見
て
い
ま
す
か
？

Ｑ  
あ
な
た
の
家
庭
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
お

持
ち
で
す
か
？

Ｑ  
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
七

月
二
十
四
日
に
は
、
現
在
の
放
送

（
ア
ナ
ロ
グ
）
が
終
了
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
だ
け
に
な
り
ま
す
。
現
在

お
使
い
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

（
ア
ナ
ロ
グ
）
だ
け
で
は
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
な
い
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
？

＊
自
主
放
送
番
組
と
し
て
ビ
デ
オ
放

送
を
午
前
八
時
か
ら
、
午
後
〇
時

三
十
分
か
ら
、
午
後
四
時
か
ら
、

午
後
八
時
か
ら
放
送
し
、
ビ
デ
オ

放
送
以
外
の
時
間
帯
は
文
字
放
送

で
村
の
情
報
を
放
送
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
ビ
デ
オ
放
送
に
て
放
送
し
た
も
の

に
つ
い
て
「
ビ
デ
オ
ダ
ビ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）」
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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おしらせ 
　

農
地
を
住
宅
、
工
場
、
駐
車
場
、
山
林

な
ど
の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と
や
、
資
材

置
き
場
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
農
地
を
耕

作
の
目
的
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
を
言
い

ま
す
。

　

農
地
法
の
許
可
を
受
け
な
い
で
無
断
転

用
し
た
場
合
や
、
転
用
許
可
に
か
か
る
事

業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合

に
は
、農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、

工
事
の
中
止
や
、
原
状
回
復
等
の
命
令
が

な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
農
地
法

第
八
十
三
条
の
二
）
ま
た
、
三
年
以
下
の

懲
役
や
、
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
と
い

う
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。（
農
地
法

第
九
十
二
条
）

　

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
農
地
法
以

外
に
も
他
の
法
律
に
よ
り
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
請
を
す
る
前
に
各
地
区
農
業

委
員
又
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
転
用
予
定
地
が
農
振
法
の
農
用

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

地
区
域
内
（
青
地
）
に
あ
る
場
合
は
、
農

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

振
除
外
の
手
続
き
に
よ
り
農
用
地
か
ら
外

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
審
議
会
は
年

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

二
回
程
度
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
前
月

末
が
締
め
切
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
審
議

会
の
開
催
に
つ
い
て
は
不
定
期
で
す
。

　

申
請
の
前
に
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に

お
い
て
農
用
地
区
域
の
確
認
及
び
、
審
議

会
の
開
催
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
二
〇
〇
㎡
未
満
の
農
業
用
施
設
と

し
て
転
用
す
る
場
合
や
、
農
道
や
用
排
水

路
等
に
転
用
す
る
場
合
は
、
許
可
は
不
要

で
す
が
届
出
は
必
要
で
す
。）

　

農
地
を
農
地
と
し
て
貸
し
借
り
（
使
用

貸
借
権
・
賃
貸
借
権
等
権
利
の
移
転
・
設

定
）
す
る
場
合
に
も
、
許
可
・
届
出
が
必

要
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
農
地
法
第
三
条
他
）

　

年
に
一
度
は
耕
起
し
、
耕
作
放
棄
地
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
草
刈
り

は
、
農
地
所
有
者
の
最
低
限
の
エ
チ
ケ
ッ

ト
で
す
。

　

ま
た
、「
農
地
を
管
理
で
き
な
い
の
で

貸
し
た
い
」
と
い
う
方
や
、「
貸
し
た
い

農
地
は
あ
る
け
ど
離
作
料
や
補
償
の
問
題

が
…
…
」
と
い
う
方
は
農
業
基
盤
強
化
法

に
よ
る
利
用
権
の
設
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、

①
手
続
き
が
簡
単
。（
農
地
法
に
よ
ら
な
い
）

②
貸
し
て
も
耕
作
権
が
つ
か
な
い
。

③
期
限
が
く
れ
ば
離
作
料
を
払
う
こ
と
な

く
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
（
自
動
更
新
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

④
や
む
を
得
な
い
事
情
が
生
じ
た
場
合
、

中
途
解
約
も
出
来
ま
す
。

⑤
村
外
に
住
ん
で
い
る
方
に
も
貸
付
で
き

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
の
紹
介
、
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
権
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
（
ふ
る
さ
と
整
備
課

内
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
地
を
取
得
す
る
際
に
は
、
下
限
面
積

（
五
〇
ア
ー
ル
）
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、当
村
で
は
地
区
毎
に
、

下
限
面
積
と
は
別
に
必
要
な
耕
作
面
積
を

次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。
旧
会
地
村

と
旧
智
里
村
は

三
〇
ア
ー
ル
、

旧
浪
合
村
は
二

〇
ア
ー
ル
で
す
。

（
取
得
す
る
農
地

も
含
め
て
）

農
地
を
転
用
す
る
と
は

転
用
に
つ
い
て
は

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

申
請
書
受
付
締
切
は
、

毎
月
十
五
日
で
す
。
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農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業
委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら

農
業
委
員
会
か
ら

のののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせ

の
お
知
ら
せ

農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

許
可
な
く
転
用
し
た
ら

遊
休
農
地
を
な
く
そ
う

下
限（
別
段
）面
積
に
つ
い
て
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　介護保険法では、要介護状態になることを予防し、誰もが可能な限り地域において自立した日常生活を
営むことが出来るよう介護予防事業を実施することが定められています。 
　その中で、平成20年度から65歳以上の方（介護保険の第一号被保険者）全員について生活機能評価を行
い、生活機能が低下しているおそれのある方を早期に見つけ予防するための事業を行います。 
　生活機能評価問診を行い該当した方は、医療機関で診察や心電図検査などの検査を受けて、運動機能向
上等の事業に参加が望ましいかどうかを医師に判断してもらいます。その上で、事業利用が望ましいと判
断され、本人が希望した場合は、生活の質を高め元気に暮らすことが出来るようにするために、運動機能
の向上を図るなどの介護予防を積極的に行うことになります。 
　生活機能評価問診は65歳以上の方全員を対象としますが、村ではおたっしゃ会や地域のふれあいサロ
ン等の様々な機会をとらえて実施します。個人的にも行えますので、役場介護保険担当、自立生活支援セ
ンターにご相談下さい。 

生活機能評価 の流れ… 

生活機能評価問診票での問診 

該当する項目にチェックがついたら  
生活機能の低下があり 

本人が希望すれば… 

運動機能の向上・栄養改善・口腔機能の改善・その他の介護予防プログラムへ参加し 
要介護状態になることを予防する努力をします。 

おたっしゃ会やサロン訪問等で実施 

医療機関で生活機能検査 
診察、血液検査、心電図検査など 

医師が介護予防事業の利用が望ましいか、 
医学的理由により介護予防事業の利用が不適当か判断 

利用が望ましい 
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阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿
智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
ササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

阿
智
村
情
報
化
事
業
サ
ー

ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
スススススススススススススススススススス（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿
智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
））））））））））））））））））））にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

ビ
ス（
阿
智
地
区
）に
つ
い
て

　

阿
智
村
情
報
化
事
業
サ
ー
ビ
ス
（
阿
智

地
区
）
に
つ
き
ま
し
て
、
新
た
に
加
入
を

希
望
さ
れ
る
方
の
加
入
金
及
び
工
事
費
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

加
入
金　

五
二
、七
〇
〇
円

　

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス

　

工
事
費　

五
六
、一
三
一
円 

※
特
殊
な
工
程
及
び
宅
内
に
改
修
が
必
要

な
場
合
の
費
用
は
別
途
請
求
い
た
し
ま

す
。

※
村
が
当
初
定
め
た
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
以

外
の
場
所
に
接
続
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
別
途
「
引
き
込
み
工
事
負
担
金
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
毎
月
二
十
日
締
め
に
て
、
翌
月
の
第
一

週
を
目
安
に
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
契
約
内
容
の
変
更
や
名
義
変
更
、
支
払

い
者
変
更
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
役

場
総
務
課（
電
話 
四
三－

二
二
二
〇
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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基本健診　…　メタボリックシンドロームに着目した健診です
　　　　8月１日（金）伍和公民館

　　　　8月４日（月）保健センター

　　　　8月５日（火）保健センター

　　　　8月６日（水）東公民館（午前）/保健センター（午後）

　　　　8月７日（木）浪合支所

　　　　8月８日（金）西公民館（午前）/伍和公民館（午後）

　　　　8月１１日（月）保健センター

◇健診項目〈共通項目〉 肥満予防（腹囲、身長、体重測定）

 高血圧予防（血圧測定）、糖尿病予防（血糖値他）

 高脂血症予防（中性脂肪、ＨＤＬコレステロール）

　　　　　 〈追加項目〉 20～74歳の方：血液検査（尿酸、クレアチニン、貧血）

 40～74歳の方：眼底検査

 ※心電図は医師が必要と認めた方のみ後日実施になります。

◇健診費用　 39歳以下　　　　　   ：自己負担  1,000円（村補助  4,250円）
　　　　　 40～74歳で国保の方   ：自己負担  1,000円

　　　　　 75歳以上　　　　　   ：自己負担なし

　○希望者は、血液検査による前立腺がん検査、Ｃ型肝炎検査をあわせて受けられます。

　　　前立腺がん検査（50歳～）　自己負担  600円（村補助  1,290円）

　　　　　※尿の出が悪い等の自覚症状のある方は、医療機関で受診して下さい。

　　　Ｃ型肝炎検査（20歳～）　自己負担  600円（村補助  1,290円）

　　　　　※今までに受けたことのない方が対象です。

　今年度から40～74歳を対象に、メタボリックシンドロームに着目した特定健診・保健指導が始

まります。この健診は、各医療保険の保険者が実施するもので、検診結果に応じて生活習慣の改善の

ための支援が行われます。みんなで生活習慣改善に取り組まないと医療費が高くなることに加え、国

からの補助金が減額され保険料に跳ね返ることになります。ぜひ健康診査を受けましょう。ご不明な

点は保健センター（45－1230）へお問い合わせ下さい。

① 20～39歳の方

（昭和44年4月～　　　
　　平成元年3月生まれ）

村の健診を
受けましょう

4月11日で受付終了

② 40～74歳で
国保の方

（昭和9年4月～　　　　
　　　44年3月生まれ）

特定健診を
受けましょう
受診券が届きます

5月中旬からの申込み

④ 40～74歳で
国保以外の方

　　

加入されている
医療保険者から
案内が届きます

③ 75歳以上の方

（昭和9年3月以前に　　　
　　　　　　生まれた方）

希望者は村の健診を
受けて下さい

4月11日で受付終了

特に①、②の方は積極的に受けましょう
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結核検診（65歳以上）
　昭和19年3月31日までに生まれた方

　　　6月10日（火）～13日（金）

　　　6月16日（月）～17日（火）

　　　　☆村内各ヵ所を巡回

　65歳以上の方は、年に一度は結核検診を受ける

　よう、法律で定められています。

　 ※病院等で6ヶ月以内に胸部レントゲン検査を 

　　　受けた方は、今回受診の必要はありません。

胃検診・大腸がん検診（30歳～）
　昭和54年3月までに生まれた方

　　　7月７日（月）伍和公民館

　　　7月８日（火）東公民館

　　　7月９日（水）浪合支所

　　　7月１０日（木）保健センター

　　　7月１１日（金）保健センター

　　　7月１４日（月）西公民館

　　　胃検診：自己負担 1,500円（村補助2,490円）

　　　※バリウムを飲んで胃の状態をみます

　　　大腸がん検診：

　　　　　　　自己負担 500円（村補助970円）

　　　※便をとって検査します

子宮がん検診（20歳～）
　平成元年3月までに生まれた方

　　　6月23日（月）伍和公民館

　　　6月24日（火）保健センター

　　　7月15日（火）浪合支所

　　　7月16日（水）保健センター

　　　※検診車による子宮頚がんの検査です。

　　　　自己負担  1,000円（村補助2,150円）

乳がん検診
◇マンモグラフィー検査（40～69歳）
　昭和23年4月～44年3月生まれの方

　　　９月10日（水）保健センター

　　　９月11日（木）保健センター

　　　レントゲンによる乳がんの検査です。

　　　自己負担  2,000円（村補助4,300円）

◇視触診検査（30歳～）
　昭和8年4月～54年3月生まれの方

　　　9月上旬予定

　　　※視触診による乳がんの検査です。

　　　　自己負担  800円（村補助1,825円）

生活習慣改善にかかわる（運動）相談は、「湯ったり～な昼神」の健康ラウンジへ

☆健康運動指導士が右表の時間帯に運動に関するアドバイス

を行います。

☆橋上先生寄贈のエアロバイクが設置されています。

・背もたれのあるタイプは、膝腰への負担が少なく、高齢

者に適しています。

・自分の体力（心肺機能）が測定できます。

・短時間でも効率的に筋肉が温まるので、運動後も脂肪が

燃えやすい体になっています。

10：00（常） 
  ～12：00

10：00（常） 
  ～12：00

18：30（予） 
  ～19：30

20：20（予） 
  ～21：20

13：00（常） 
  ～15：00

13：00（常） 
  ～15：00

月 水 木 金 

（常）は常時、（予）は予約時のみ 

予約お問い合わせは　阿智村保健センター　TEL 45－1230

※エアロバイクの使用、健康運動指導士のアドバイス等は無料ですが、入館料は必要となります。
※エアロバイクは、安全に御利用いただくため、原則スタッフがいるときに使用可能とします。

たとえば……こんな利用のしかたがあります。

・6人で予約
・巡回バス、9：28分  湯ったり～な  着
・健康ラウンジで、血圧測定
・先生の指導で、ストレッチ体操、頭の体操など
　（希望者は、エアロバイクで運動）
・温泉の入り方のポイントを聞き、ゆっくり温泉へ
・巡回バス、11：50分  湯ったり～な  発

・2人で予約
・健康ラウンジで血圧測定
・エアロバイクで、筋肉を温める
・プールでの動き方のポイントを
先生に教わりプールで歩く

・温泉に入った後、昼食を
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　桜の季節となりました。

　阿智村のみなさんいかがお過ごしですか？

　４月４日、平成２０年度１学期始業式ならびに第６０回入学式が行なわれ、１１４名の新入生が阿智高校の門を

くぐりました。

　７日には生徒会主催による新入生歓迎会が開かれ、２・３年生の先輩たちが新入生を温かく迎えました。

4月 
２２日(火)　スポーツテスト 
２４日(木)　生徒総会 
２５日(金)　PTA第1回評議員会 

5月 
 ８ 日(木)　　　　　　第１回漢字クラスマッチ 
 ９ 日(金)　　　　　　避難訓練 
１７日(土)～１８日(日)　南信高校総体 
２０日(火)～２２日(木)　中間テスト 
２４日(土)　　　　　　PTA総会 
２８日(水)～２９日(木)　春季クラスマッチ 

6月 
 ５日(木)　　　　　　芸術鑑賞 
 ７日(土)～８日(日)　県高校総体 
１２日(木)　　　　　　生徒総会 
１３日(金)　　　　　　PTA第２回評議員会 
１９日(木)～２３日(月)　地区PTA 
２５日(水)～２７日(金)　期末テスト 

7月 
 ５日(土)～６日(日)　文化祭 第５１回楝祭 
１９日(土)　　　　　　３学年就職説明会 
１８日(金)～２４日(木)　保護者懇談会 
２５日(金)　　　　　　終業式 

本年度もよろしくお願いします。　 

おうちさい 

「平成20年度（第60回）入学式」

（Ｈ20．4．4）　

　節目となる第６０回入学式。厳粛な

雰囲気の中、１１４

名の入学が許可

されました。

「平成20年度　新任式・始業式」

（Ｈ20．4．4）

　本年度新たに10名の先生方をお迎

えし、新学期がスタートしました。

「新入生歓迎会」（Ｈ20．4．7）　生徒会行事・クラブ活動などの紹介、

生徒会メインイベントである文化祭の説明、吹奏楽部・ダンス同好

会・軽音楽同好

会のステージ発

表がありました。

伊藤満学校長が新たに着任しました。新任の先生方の紹介「よろしくお願いします」

新入生代表による力強い宣誓。

3クラス、男子６３名女子５１名の入学生です。
晴れやかな表情で
入学式会場に向かいます。

先輩に先導され
少し照れながら
入場しました。

吹奏楽部による演奏『イン・ザ・ムード』

大きな横断幕が在校生の歓迎の
気持ちを表しています。
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　4月4日の阿智中学校入学式に、新しい制服に身を

包んだ一年生が入学しました。この新制服は統合さ

れる新しい中学校の制服でもあります。

チャレンジサイエンス教室阿智中学校  新制服

　４月１３日（日）の午後３時から、三遠南信自動車

道の飯田山本インターチェンジから天龍峡インター

チェンジまでの7.2km区間と中央道飯田山本インター

チェンジが開通しました。

　三遠南信自動車道は、無料で通行できる自動車専

用道路で、歩行者や１２５cc以下のバイク、自転車は

通行できませんのでご注意ください。

　3月25日、コミュニティ館ホールで、チャレンジ

サイエンス教室が行われ、村内の小学生が参加しま

した。参加した小学生達は「万華鏡」や「わっか取

りペン落としゲーム」を行い、科学の不思議を体験

しました。

三遠南信自動車道一部及び中央道飯田山本インターチェンジの開通
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年金から天引き
年　金太郎

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

今
年
の
冬
は
厳
し
い
寒
さ
で
、
春
に
な
っ

て
も
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
桜
の
花

は
き
れ
い
に
咲
き
は
じ
め
ま
し
た
。

新
入
児
も
ラ
ン
ド
セ
ル
を
重
そ
う
に
背
負
っ
て
、
元
気
に
登
校
し
て
い
る
姿
に
接

し
、
春
が
訪
れ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

「
飯
田
街
道
ひ
な
ま
つ
り
」
も
今
年
は
一
層
充
実
し
た
催
し
に
な
っ
て
、
駒
場
の
街

に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
も
地
域
の
み
な
さ
ん
が
総
出
で
取
り

組
ま
れ
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

美
し
く
咲
く
桜
を
観
る
た
び
に
、
そ
れ
を
植
え
ら
れ
た
方
の
こ
と
を
思
い
ま
す
。

地
域
を
愛
す
る
先
人
が
思
い
を
こ
め
て
植
え
ら
れ
、育
て
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

私
達
が
住
む
こ
の
地
域
を
良
く
す
る
も
悪
く
す
る
も
、
今
こ
こ
に
住
む
人
の
心
が

左
右
す
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
国
政
の
混
乱
に
は
困
っ
た
も
の
で
す
。
年
金
問
題
、
道
路
特

定
財
源
等
々
、
私
達
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
問
題
が
政
争
の
具
に
使
わ
れ
て
結
論
が

で
な
い
状
況
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
値
下
げ
さ
れ
ま
し
た
が
、
村
の
進
め
る
道
路
建
設

等
の
国
か
ら
の
交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
現
況
で
す
。
こ
の
こ
と
は
去
年
の
う
ち
に
分

か
っ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
政
治
が
国
民
の
暮
ら
し
を
優
先
し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う

願
う
も
の
で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
四
月
一
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
政
治

と
暮
ら
し
は
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
一
）


